





















　昭和大学医療救援隊は，平成 23 年 3 月 15 日から
4 月 16 日まで約 1 か月の間，岩手県下閉伊郡山田
町で医療活動を行った．参加人員は，医師 35 名，
歯科医師 6名，薬剤師 10 名，看護師 35 名，理学療
法士 1名，学生 7名，事務職員 7名，調理師 5名の




































































　3月 14 日（月）の 16 時に医療救援隊派遣の第 1
回目の打ち合わせがあり，第 1陣のメンバー，バス
（26 人，10 人乗り）2台，薬品や食料等の準備が完









　翌 3月 15 日（火）12 時，1号館 6階の会議室で，
第1陣の団結式が行われた．医師5名，看護師6名，
薬剤師 1名，調理師 1名，事務職 1名，戸田建設よ




の定時連絡を 9時，12 時，18 時，21 時の 4 回とし
た．
　東北自動車道を北上し，降雪の中 22 時 16 分に県















　17 日以降協議が続けられ，結果として 3月 30 日
に山田南小学校の 2階に引越しするまでの間，この
山田北小学校が現地の拠点となった．
　その一方で，3 月 18 日には，M4 長嶋君，奥茂
君，山本さん，長谷川さん達が中心となって自然発
生的に後方支援部隊が立ち上がった．後方支援の第

























田町に 3月 15 日～ 4 月 15 日の期間，7陣にわたり
12 ～ 18 人からなる医療救援チームを継続して派遣
し（計 106 名），医療救援活動を行った．以下にそ
の活動の概要を示す．
　1．山田町での活動開始までの経緯
　3月 11 日午後の地震発生以後，学内の被害調査
とその対応を行うとともに，医系総合大学の使命と
